
平成２７年度学校評価 
          ～平成２８年度に向けて～ 

 

１ 平成２７年度の学校評価 

（１） 平成２７年度の重点目標 

ア 学ぶ意欲の喚起を目指した授業改善の推進 

イ 自己肯定感・自己有用感・帰属意識の醸成 

ウ 望ましい未来像設計（フューチャーデザイン）の啓発 

エ 保護者・地域・中学校への情報発信の充実 

（２）本年度の学校関係者評価を実施する主な評価項目 

ア 生徒の主体的な活動を促し興味関心を高めるための授業改善について 

イ 生徒に充足感を与えることができる教育活動の推進について 

ウ 自ら将来を考えるキャリア教育の充実について 

エ 本校の教育活動をよりよく伝えることのできる情報発信方法について 

（３）重点目標の達成に向けた取組と評価 

ア 生徒の主体的な活動を促し興味関心を高めるための授業改善について 

 

 

主な取組 自己評価結果 

（ア）生徒の取組の意欲を喚起する魅力ある

授業づくりを行う。コミュニケーション

能力を育成する授業展開を心掛ける。  

【教務部・各学年】 

 

○ 授業参観週間に積極的に参観するよう呼びかけなどした

が、十分とはいえない。 

○ 学習評価については、授業中の状況や課題の提出など、

様々な視点から生徒の取組意欲を評価し、一定の成果はあ

った。 

○ 研修の機会を持つことができず、具体的な方法を模索し

ただけで終わってしまった感がある。 

○ 学習学力検討会において、様々な角度から情報を共有す

ることができた。 

（イ）生徒が落ち着いて授業を受けられるよ

う、学習環境・授業規律の改善、確立に

努める。 

【教務部・保健厚

生部・生徒指

導部・各学年】 

 

 

○ 生徒が落ち着いて授業に臨むきっかけをつくることがで

きた。 

○ 生徒の登校前に教員が教室整備を行う取組をすすめた。 

○ 教員が授業前に教室に行き、指導した後、授業に入った。 

（ウ）高大連携事業の充実【教務部】 

 

○ 連携は２・３年理系クラスでの実施にとどまったが、調

査を主体にした講座を開設し、主体的に学ぶ機会をもつこ

とができた。 

○ 生徒の学習に対する主体性が高まり、学力意欲の向上も

ある程度はみられた。 

○ 科学三昧という愛知県の研究発表大会で成果を報告し

た。 



 

 

イ 生徒に充足感を与えられることができる教育活動の推進について 

ウ 自ら将来を考えるキャリア教育の充実について 

主な取組 自己評価結果 

（ア）稲東祭（文化祭・体育祭）の充実を図り、

生徒に達成感をもたせる。 

【特別活動部・各学年】 

 

○ 稲東祭実行委員会の生徒が主体的な姿勢をもって企画・

運営に取り組むことができた。 

○ 稲東祭事前アンケートによれば、全生徒の 71.1％が、稲

東祭を楽しみにしていた。また、稲東祭実行委員会のスタ

ッフは、生徒会役員も入れると 41 名にものぼり、意欲・

意識の高まりを感じている。事後のアンケートでは 91％の

生徒が満足したと感じている。（平成 26年度 96％） 

（イ）部活動を活性化させ、参加率が１年生は

70％以上、２年生は 50％以上になること

を目指す。【特別活動部・各学年】 

 

○ 10 月調査では、休まず参加した 34.7％（7 月調査時

37.9％）、ときどき参加 16.7％（19.7％）である。1 年生

の定着率に課題がある。 

○ レスリング部が全国大会への出場を果たし、本校生徒の

大きな自信になった。また、サッカー部、ハンドボール部

陸上競技部が複数回県大会に

出場した。 

○ 職員室前廊下の広報スペース

の活用ができた。  

（ウ）ボランティア活動の推進。【特別活動

部】 

○ 学校周辺の清掃活動である境界なき清掃団では積極的に

参加する生徒約 40名の参加があった。 

○ ブラッシュアップ週間にあわせ、朝のあいさつ運動を稲

東祭実行委員会、生徒会執行部が実施した。 

主な取組 自己評価結果 

（ア） インターンシップへの積極的な参加を

促し、コミュニケーション能力や望ま

しい勤労観・職業観を育成する。 

【進路指導部】 

 

 

○ 事後アンケートによると参加生徒は高い充実感をもっ

た。 

○ 各事業所や施設との日程の調整が難しく、参加生徒が少

なかった。 

 

 

 

 

保育園でのインターンシップ 
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エ 本校の教育活動をよりよく伝えることのできる情報発信方法について 

（４）学校関係者評価委員会での御意見 

（イ） 各学校行事において、クラスの中の役

割を明確にする。グループの中で果た

す自分の役割を自覚させる。 

   【特別活動部・各学年】        

〇 稲東祭を楽しむことができたと答えた生徒が 91％にのぼ

ったが、稲東祭の準備は中心となる生徒に頼る傾向が見ら

れた。ただし、事後アンケートでは多くの生徒が他者のが

んばりを評価していた。 

（ウ） 個々の適性に応じた進路指導を充実さ

せ、具体的なデザインのための講演会

を実施する。  

【進路指導部・各学年】 

〇 ３年間を見通し、適切な時期に講演会等を実施し、進路

意識をもたせることができた。 

〇 １年生に社会人講師による講演会を行い、職業意識をも

たせることにつながった。 

主な取組 自己評価結果 

（ア）８月の中学生体験入学、10月の中学生

学校説明会

の内容を充

実させ参加

者を増や

す。        

【教務部】 

 

 

○ 中学生へのアンケートによると、十分に満足できたと答

えた生徒は体験入学 59.7％、中学校説明会 74％であった。

また、本校生徒にとっても学校への帰属意識を高めるうえ

で成果があった。本校生徒の 91％がよかったと答えた。 

○ 夏の体験入学で 395 名（昨年度 412 名）また、秋の中学

生学校説明会では 101 名（昨年度 90名）の参加があった。 

（イ） 本校広報紙、「稲東だより」の配付・

掲示の充実。 

【特別活動部】 

 

 

 

 

 

○「稲東だより」を昨年度と同様、４月、７月、８月、10月、

１月の年間５回発行した。 

○ 近隣地域の区長にお願いをし、回覧板に「稲東だより」を

入れてもらうようにした。地域の掲示板などへの掲示のお

願いはできなかった。 

（ウ）学校案内、ホームページのリニューア

ル 

【総務部】 

○ より魅力ある紙面構成を心がけた。稲沢市内の中学３年

生には全員に配布した。 

○ ホームページの更新を、分掌・学年の各担当者から行う

ようにしたが、機能しなかった。更新頻度が減少してしま

った。 

生徒が落ち着いているという印象を受ける。ただし、稲沢市内の中学生自体がここ数年非常に落ち着いて

いるからかもしれない。稲沢市内の生徒の入学が増えるとよい。 

ＩＣＴを使った授業など生徒の興味関心を引く工夫を凝らしている部分もみうけられるが、独りよがりな

授業で終わっている授業もある。生徒とともに考えながら進めていく部分がもう少し必要だろう。先生が

「一方的に教える」という部分も必要だが、自由な自己表現の場面も時には必要だろう。 

高大連携やボランティア活動など学校の様々な取組をきちんと情報発信していく必要がある。学校のイメ

ージが変わっていくはずである。学校が取り組んでいる様子と地域の学校に対する意識にギャップがある。

積極的に地域にもアピールすべきである。 

中学生やその保護者に対し、情報発信をし続けることは必要である。なかなか中学生が自分から情報を得

に行くことはしない。中学校でも情報をできる限り伝えるようにするので、高校側でも定期的に発信してい

く必要がある。 

中学生学校説明会 



２ 平成２８年度の重点目標等 

（１） 平成２８年度の重点目標 

ア 学ぶ意欲の喚起を目指した授業改善の推進 

イ 信頼され社会で役立つ人材の育成 

ウ 望ましい未来像設計（フューチャーデザイン）の啓発 

エ 保護者・地域・中学校等への情報発信の充実 

（２） 重点目標の達成に向けた取組 

     ア 学ぶ意欲の喚起を目指した授業改善の推進 

 

イ 信頼され社会で役立つ人材の育成 

主な取組 具体的方策 

（ア）生徒の取組の意欲を喚起する魅力ある

授業づくりを行う。また、学習評価につい

てさらに研究を進める。  

【教務部・各学年】 

 

○ 次期学習指導要領を見据え、アクティブラーニングを取

り入れた授業展開となるよう授業改善に取り組む。外部の

講演会や研究発表会などに積極的に参加し、手法を学ぶ機

会を増やす。 

○ 計画的なアクティブラーニングとケースバイケースのア

クティブラーニングの手法など、さまざまな手法を研究

し、実践できるよう各教科で研修の機会を持つ。 

○ 課題の提示の仕方、課題提出後の処理を工夫し、家庭学

習の充実を図る。 

〇 板書・発問と回答方法に工夫を凝らし、コミュニケーシ

ョン能力を重視した授業方法を構築する。 

〇 学習学力検討会を資料に基づいて、検討できるようにし、

各教科と学年が歩調をそろえて指導できる体制を作る。                        

（イ）生徒が落ち着いて授業を受けられるよ

う、学習環境の改善に努める。 

【教務部・保健厚生部・生徒指導部・各学年】 

○ 身だしなみも含め、学ぶ環境を整え、授業に臨むよりよ

い姿勢「学びの構え」を身に付けさせる。（教室の掲示物を

整え、ロッカー周辺の私物の整理を徹底する。授業中は机

上に不要な物を置かせない。） 

○ 校内外での授業公開を見据えた「授業規律」の確立と「授

業改善」に積極的に取り組む。 

（ウ）高大連携事業等の充実  【教務部】 

 

○ 昨年度まで実施してきた SPP 関連の事業を引き継ぎ、さ

らに発展させる。本年度は国立研究開発法人 科学技術振

興機構の「中高生の科学研究実践活動推進プログラム」に

採択された。このプログラムに従い、外部機関（名古屋文

理大学・名古屋市科学館）と連携した講座を設ける。この

講座を通して、学習意欲の向上を計る。 

○ 大学の教員による講義の実施や生徒を研究室に派遣する

ことなどにより、生徒が主体的に学習する姿勢を育成す

る。 

 

主な取組 具体的方策 

（ア）ボランティア活動や稲東祭（文化祭・体

育祭）、地域活動、部活動の充実を図り、生

徒に達成感をもたせる。 

【特別活動部・生徒指導部・各学年】 

○ 地域の清掃活動・交通安全啓発活動・諸活動に部活動単

位や個人単位での積極的な参加を促す。 

〇 部活動を通して礼儀や言葉遣いを身につけさせ、コミュ

ニケーション能力の育成を図る。 

名古屋文
理大学で
の研究室
インター
ンシップ 



 

ウ 望ましい未来像設計（フューチャーデザイン）の啓発 

エ 保護者・地域・中学校への情報発信の充実 

（イ） 適切な生活習慣の確立と生活規律の確

立を図る。 

【生徒指導部・各学年】 

○  重点的に遅刻指導をする。遅刻を改善することは意義が

あるという意識を生徒に持たせる。指導を段階化し、担任、

学年、生徒指導部が一体となって、遅刻指導に当たる体制

を作る。 

○ 身だしなみを整えさせる。特に女子のスカート指導を推

進する。日常的な出会い頭の指導を繰り返すことにより、

全教員が指導に当たることを目指す。 

○ 交通法規を遵守させる。特に地域からの苦情も多い、自

転車の２人乗りの撲滅を目指す。従来からの登下校の立ち

番を有効に活用する。 

（エ） 自己肯定感・自己有用感・帰属意識の

醸成。 

【特別活動部・生徒指導部・教務部・総務部 

進路指導部・保健厚生部・各学年】 

○ 学校の様々な行事や活動を通し、意義や成果を常に振り

返らせ、自分を見つめ、自信や誇りを持たせる。 

主な取組 具体的方策 

（ア）キャリア教育を充実させ、コミュニケー

ション能力や望ましい勤労観・職業観を

育成する。 

【進路指導部・特別活動部】 

○ インターンシップの機会を設け、積極的な参加を促す。 

○ 協力していただける事業所の新規開拓に努める。 

○ 各行事において事前と事後の指導を充実させ、振り返り

をさせる。 

（イ）学習学力検討会を通し、個々の希望に合

った進路指導を充実させる。 

   【進路指導部・教務部・各学年】        

〇 大学進学の目標設定と活用する入試方法を個々の生徒の

性格や環境に応じ、適切に選択する。 

〇 補習・土曜学習・外部模試・一般常識テスト・各種検定な

ど、進路に応じ様々な手立てを使い、意識の向上を図ると

ともに、進路実現の一助とする。 

（ウ）個々の適性に応じた進路指導を充実さ

せ、具体的なデザインのための講演会を

実施する。  

【進路指導部・各学年】 

〇 各学年の講演会を工夫し、各学年の進路選択の時期に合

ったものを配置する。 

〇 講演会終了後、振り返りを重視し、進路決定に役立てる。 

主な取組 具体的方策 

（ア）８月の中学生体験入学、10月の中学生

学校説明会の内容を充実させ参加者を増

やす。 

   【教務部】 

○ 本校の学習活動や進路指導のシステムなどを中学生やそ

の保護者に積極的に伝える。また、今年度もできるだけ多

くの在校生や卒業生に運営の補助を求め、本校の魅力を伝

える工夫をする。 

○ アンケート結果から、中学生、保護者ともきめ細かな進

路指導について関心が高いため、本校の取組について具体

的なアピールに努める。 

（イ） 中学校や大学等、外部機関との交流の

活性化を図る。 

【特別活動部・教務部】 

○ 中学校との部活動交流を進める。名古屋文理大学との連

携や他の連携先の新規開拓に努め、本校の魅力を高めると

ともに、それを発信していく。 

（ウ）学校案内、ホームページのリニューア

ル、Facebook、LINE 公式アカウントで

ある LINE@ 等の有効活用 

       【総務部他】 

○ 本校の教育活動をよりわかりやすく伝えるため、デザイ

ンや内容を見直し、中学生をはじめとする閲覧者のニーズ

に応じた情報の提供に努める。様々な媒体を通し、情報発

信をする。 


